
伊 丹 市 営 住 宅 等 管 理 人 業 務 要 綱  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 伊 丹 市 営 住 宅 条 例 （ 平 成 ９ 年 条 例 第 ３ ８ 号 。

以 下「 条 例 」と い う 。）第 ７ ３ 条 第 ３ 項 に 基 づ き 設 置 さ れ る 市 営 住

宅 管 理 人 及 び 市 が 兵 庫 県 住 宅 供 給 公 社 と 締 結 し た 伊 丹 鴻 池 住 宅 管

理 委 託 契 約 に 基 づ き 管 理 を 受 託 し て い る 公 社 賃 貸 住 宅 （ 以 下 「 公

社 住 宅 」 と い う 。） の 管 理 人 （ 以 下 「 管 理 人 」 と い う 。） の 業 務 に

つ い て ， 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 要 件 等 ）  

第 ２ 条  管 理 人 は ， 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る 者 の う ち か ら 市

長 が 委 嘱 す る 。  

( 1 )  当 該 住 宅 の 入 居 者 で ，住 宅 の 正 常 な 維 持 管 理 に 協 力 で き る と

市 長 が 認 め る 者  

( 2 )  市 長 か ら 条 例 第 ５ ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 明 渡 請 求 を 受 け

て い な い 者  

２  管 理 人 は ， 業 務 を 遂 行 す る に あ た り 知 り 得 た 秘 密 を 漏 ら し て は

な ら な い 。  

３  管 理 人 の 任 期 は ， 委 嘱 す る 日 の 属 す る 年 度 の 末 日 ま で と す る 。

但 し ， 再 任 を 妨 げ な い 。  

（ 保 全 ）  

第 ３ 条  管 理 人 は ， 随 時 ， 住 宅 及 び 共 同 施 設 を 巡 回 し ， 入 居 者 の 異

動 等 の 状 況 を 正 確 に 把 握 し ， 住 宅 及 び そ の 環 境 を 良 好 な 状 態 に 維

持 管 理 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 報 告 ）  

第 ４ 条  管 理 人 は ， 入 居 世 帯 の う ち 単 身 の 高 齢 者 世 帯 に つ い て ， 次

の 各 号 に 掲 げ る 方 法 に よ る 見 守 り 活 動 を 行 い ， 入 居 者 の 異 常 を 感

じ た 場 合 ， 速 や か に 条 例 第 ７ ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 市 営 住 宅 監 理

員 若 し く は 地 方 自 治 法 (昭 和 2 2 年 法 律 第 6 7 号 )第 2 4 4 条 の ２ 第 ３

項 に 規 定 す る 指 定 管 理 者 又 は 市 長 の 指 定 す る 者 （ 以 下 「 住 宅 監 理

員 」 と い う 。） に そ の 報 告 を し な け れ ば な ら な い 。  

( 1 )  対 象 世 帯 の 住 宅 を ，週 １ 回 以 上 訪 問 し 入 居 者 の 安 否 確 認 を 行

う 。  



( 2 )  入 居 者 が 外 泊 な ど の 理 由 に よ り 留 守 に す る 場 合 ，こ れ を 事 前

に 管 理 人 に 報 告 す る よ う 周 知 徹 底 す る 。  

２  管 理 人 は ， 不 正 入 居 ， 転 貸 ， 無 承 認 の 増 改 築 及 び 同 居 等 入 居 者

の 保 管 義 務 に 対 し ， 疑 義 を 生 じ た と き は ， 直 ち に 住 宅 監 理 員 に 報

告 す る も の と す る 。  

（ 伝 達 ）  

第 ５ 条  管 理 人 は ， 市 か ら 収 入 調 査 報 告 ， 家 賃 減 免 申 請 ， そ の 他 の

書 類 の 送 付 を 受 け た と き は ，直 ち に 入 居 者 に 配 布 若 し く は 回 覧 し ，

期 日 ま で に 提 出 す る よ う に 伝 達 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 修 繕 ）  

第 ６ 条  管 理 人 は ， 住 宅 及 び 共 同 施 設 若 し く は そ の 付 帯 施 設 で ， 市

に お い て 修 繕 す べ き 箇 所 を 確 認 し た と き ， 又 は 入 居 者 か ら 申 し 出

を 受 け た と き は ， 遅 滞 な く 住 宅 監 理 員 に 連 絡 す る も の と す る 。  

（ 共 同 施 設 等 に 係 る 費 用 の 徴 収 及 び 支 払 い ）  

第 ７ 条  管 理 人 は ， 条 例 第 ３ ０ 条 に 規 定 す る 入 居 者 が 負 担 す べ き 費

用 の う ち 入 居 者 が 共 同 で 負 担 す る も の 又 は 公 社 住 宅 賃 貸 借 契 約 書

第 １ ０ 条 に 規 定 す る 共 益 費 を 各 入 居 者 か ら 集 金 し ， こ れ を 費 用 の

請 求 権 者 に 支 払 う も の と す る 。  

（ 管 理 委 託 料 ）  

第 ８ 条  市 長 が 管 理 人 に 支 払 う 委 託 料 は ， 次 の 基 準 に よ り 算 出 し ，

４ 月 か ら ９ 月 ま で の 業 務 に 係 る 委 託 料 を １ ０ 月 末 に ， １ ０ 月 か ら

３ 月 ま で の 業 務 に 係 る 委 託 料 を ４ 月 末 に 支 払 う も の と す る 。  

区  分  構 造  委   託   料  

 

市 営 住 宅  

中 層 耐 火  月 額 1 2 0 円 に 管 理 戸 数 を 乗 じ た 額  

高 層 耐 火  

そ の 他  月 額 1 0 0 円 に 管 理 戸 数 を 乗 じ た 額  

公 社 住 宅  中 層 耐 火  月 額 1 2 0 円 に 管 理 戸 数 を 乗 じ た 額  

２  月 の 途 中 で 管 理 人 の 職 を 離 れ た 又 は 就 い た 場 合 ， そ の 月 の 管 理

人 の 委 託 料 は ， 在 任 日 数 に 応 じ た 日 割 計 算 に よ り 算 出 し ， そ の 結

果 １ 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は ， こ れ を 切 り 捨 て た 額 と す る 。  

 



（ 解 嘱 ）  

第 ９ 条  市 長 は ， 管 理 人 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 解

嘱 す る こ と が で き る 。  

( 1 )  第 ２ 条 第 １ 項 の 各 号 の 要 件 を 欠 く に 至 っ た と き  

( 2 )  管 理 人 よ り 辞 退 の 願 出 が あ り ，そ の 理 由 に つ い て 市 長 が や む

を 得 な い と 認 め る と き  

( 3 )  こ の 要 綱 の 規 定 に 違 反 す る 等 ，管 理 人 と し て 不 適 当 と 認 め る

と き  

（ そ の 他 ）  

第 １ ０ 条  管 理 人 は ， こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 必 要 と 認 め る と

き は ，そ の 都 度 ，住 宅 監 理 員 に 報 告 し ，指 示 を 受 け る も の と す る 。  

   付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ８ 年 １ ２ 月 ２ ６ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ５ 年 １ ０ 月 ２ ８ 日 か ら 施 行 す る 。  

付  則  

こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 


